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＜連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
【転出】
・船越　勝様～東病棟Dユニット17号室→西病棟Aユニット46号室

【ユニット移動】
・榎木平　峰子様～東病棟合併症室→東病棟Aユニット16号室→13：20　8号室（終日隔離）

【部屋移動】
・田名部　幸子様～東病棟Aユニット8号室→東病棟Aユニット16号室
・藤井　理代様～東病棟Aユニット15号室→東病棟Aユニット16号室
・泉川　ケイ子様～東病棟Aユニット16号室→東病棟Aユニット15号室


＜患者様連絡事項＞
・藪　真弓様～ゼプリオン水懸筋注150ｍｇシリンジ 1 キット筋肉注射(右肩)実施。

・伊藤　宏美様～主治医診察にて明日8/24　13：00退院指示あり。

・榎木平　峰子様～ジプレキサ（10）1V+注射用水2.1ml筋注3日間指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中は、自室から殆ど出て来る事無く横になっていること多く見られる。危険行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。開放中は、チラシをみたり他者への話し掛けあるがトラブルなくすごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。9時～16時の開放観察実施。開放中他者と適度に交流あり落ち着いて過ごされる。時折、自室で放歌あるも一時的な様子。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。脱衣し放歌・徘徊あり落ち着きなし。早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・榎木平　峰子様～13：20　幻覚妄想に左右された行動化もあり、また他者への迷惑行為もあり隔離継続が必要と判断されたため終日隔離開始となる。指示のジプレキサ筋注は、拒否や抵抗なく実施している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dｒ診察情報＞
・藤井 理代様～「注射はしたくありません、薬飲みます」と声高に訴える様子あり。
内服は困難な状態であり、注射は継続していく方向。臨時薬同内容継続処方。

・榎木平 峰子様～穏状態持続、病状悪化のため東病棟合併症室よりAユニット16号室へ環境調整する。本日はIFオーダーのクエチアピン(25)1Tを朝・昼食後に服用指示。隔離にするかは午後柞木田Dr診察依頼し検討するよう指示あり。→柞木田Dr診察にて13：20終日隔離開始となる。

・小泉　君代様～持参薬、当院切替にて処方あり。
